
 

 

令和６年度第１回白井市市民参加推進会議 
 

 

日 時：令和６年９月３０日（月） 

午後１時３０分～午後４時 

場 所：白井市役所東庁舎３階   

会議室３０２・３０３   

 

 

次   第 

 

 

１ 開 会 

 

２ 議 題 

（１）市民参加推進会議委員の職務について（資料１） 

 （２）市民参加推進会議のスケジュール及び会議の進め方について（資料２） 

 （３）令和４年度市民参加実施状況総合的評価（答申）への対応について（資料３） 

（４）令和５年度市民参加実施状況総合的評価について（資料４） 

（５）市民参加条例の見直しについて（資料５） 

（６）その他 

 

３ 閉 会 
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市民参加推進会議委員の職務について 

 
１ 市民参加推進会議の位置づけ 
本市の市民参加に関する基本的な事項など、時代に即してより良い制度として高め

ていく必要があるという観点から、地方自治法第 138 条の 4 第 3 項の規定による附属

機関として、白井市市民参加推進会議を設置しています。 

 

 
 
 
 
 
２ 委員構成等 
委員構成については、会議においていろいろな角度（視点）から調査審議する必要

があるため、下記の通り委員を構成しています。 

◆識見を有する者：2 名 

市民参加について専門的な知識を有する者、また経験等からなるノウハウなどを有

している者。 

◆市内において市民活動を行う団体に属する者：3名以内 

◆市民：5名以内 

 

３ 委員の任期 ※条例見直しの対象 

1 期 3 年 １回に限り再任が可能。 

・同じ人が委員として委嘱されるより、多くの市民に参加していただくため。 

・継続的な調査審議が必要な場合もあるため。 

市民参加 

推進会議 

諮問 

答申 

市 市民 
公表 

資料１ 
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４ 職務 

市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査審議します。 

 

① 市民参加の実施状況に対する総合的評価 

 市民参加条例の対象事業となる行政活動が全ての評価の対象（第６条第１項） 

 第６条第１項の計画、条例、施設については、それぞれの事案について適切な参 

 加の方法を選択したか、また、市民意見の取扱いや公表方法が適切に行われたかな 

 どを評価。 

 第6条第2項については、市民参加を行わなかったことが妥当であったかをチェック

を行う。 

  

※総合的評価とは、市民参加が行われているかどうかについて評価をするため、 

事業のあり方については評価しません。 

 

② 市民参加の方法の研究及び改善 

 評価を踏まえ、市民参加の方法の改善や先進地の事例等を参考に新たな市民参加の 

 方法の研究を市長が諮問した場合 

 

③ この条例の見直しに関する事項 

 諮問した事項等を市民参加推進会議が調査審議した上で、この条例の見直しが必要 

 である場合 

 

④ 前３号に掲げるもののほか、市民参加の推進に関する事項 

 市が市民参加手続を行った上での問題や課題など 

 

◆市長の諮問事項以外に、調査審議する中で気付いた点などの市民参加の推進に係る 

 事項について市長に意見を述べることができる。 
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５ （参考）令和４年度市民参加の実施状況に対する総合的評価一覧 

◆総合的評価に関すること （市民参加条例第 25 条第 2 項第 1 号） 

 

※総合評価は、①市民参加の方法(10 点満点)、②市民参加の手続き[条例基準](10 点満点)、③市民参

加の手続き[望ましい水準](10 点満点)の合計点(30 点満点)とし、判定結果を◎良好(20 点以上)、○

妥当(16 点～19 点)、△要改善(10 点～15 点)、×不良(9点以下)の 4 段階に区分し表示しています。 

※総合評価は、全委員の総合評価の平均点（小数点以下切り捨て）で算出しているため、①市民参加

の方法・②市民参加の手続き[条例基準]・③市民参加の手続き[望ましい水準]の合計とならない場

合もあります。 

 

 事 業 名 担当課 市民参加の方法 

市民参加の手続き 
総合評価 

（30 点満点） 条例基準 望ましい水準 

1 

白井市立桜台小学校・ 

桜台中学校給食のあり方 

検討委員会 

教育支

援課 

7 点 

（概ね適切） 

6 点 

（要改善） 

6 点 

（積極的） 

19 点 

○（妥当） 

2 
白井市耐震改修促進計画 

（改定） 

建築宅

地課 

7 点 

（概ね適切） 

8 点 

（妥当） 

7 点 

（とても積極的）

24 点 

◎（良好） 

3 白井市空家等対策計画 
建築宅

地課 

7 点 

（概ね適切） 

6 点 

（要改善） 

6 点 

（積極的） 

20 点 

◎（良好） 

4 

証明書発行窓口（出張所）

のあり方に関する検討 

について 

市民課 
7 点 

（概ね適切） 

6 点 

（要改善） 

5 点 

（積極的） 

19 点 

○（妥当） 

5 
白井市汚水適正処理構想 

（改定） 

上下水

道課 

6 点 

（やや不適切） 

6 点 

（要改善） 

5 点 

（積極的） 

17 点 

○（妥当） 

6 

白井市個人情報の保護に 

関する法律施行条例 

（骨子案） 

総務課 
6 点 

（やや不適切） 

6 点 

（要改善） 

4 点 

（やや積極的） 

17 点 

○（妥当） 

7 
公共施設等あり方検討事 

業 

文化セ

ンター 

7 点 

（概ね適切） 

6 点 

（要改善） 

5 点 

（積極的） 

19 点 

○（妥当） 



 

 

 

令和６年度市民参加推進会議のスケジュール 

１ 答申のまとめまでの各回の議題と審議内容（案）※今年度は１事業を評価 

※会議の進行具合によっては審議内容が前後する場合があります。 

 

２ 令和 6 年度市民参加推進会議の進め方について 

（1）会議運営について 

・発言の際は挙手による発言をお願いします。 

・議事録は概要録を作成し、委員名を伏せたうえで公開します。 

・会議録は市 HP、情報公開コーナー、図書館で公開します。 

（2）答申の公表について 

・市民参加推進会議で検討した答申は、市民に対して広報します。 

・広報しろい・情報公開コーナー・市 HP・図書館で公表します。 

日  程 主な議題と審議内容（案） 

第 1 回  9 月 30 日 

・令和５年度の市民参加実施状況総合的評価（答申）へ

の対応について 

・令和６年度市民参加推進会議のスケジュールについて 

・評価の説明 

・条例の見直しについて 

 （見直し原案への意見等をいただきたいです。） 

第 2 回  12 月 

・評価 1 事業 

・担当課ヒアリング 1 事業 

・条例の見直しについて 

 （意見等を踏まえ、見直し再案を作成） 

第 3 回  1 月 

・総合的評価の確認 １事業 

・答申書の提言事項の検討・調整 

・条例の見直しについて 

 （・来年度の改正に係るスケジュールについて） 

第 4 回  2 月 ・答申（案）の提示 

3 月 ・市長に答申書提出 

資料２ 
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令和 4年度市民参加実施状況に対する総合的評価（答申）への対応について 

 

【令和 4年度市民参加実施状況に対する提言】 

 

１ 市民が気軽に情報を得られる環境づくり 

提言 提言への対応（予定を含む） 

①事前周知・結果公表の 

徹底と情報提供の工夫 

①複数の手段を用いた周知・公表を徹底し、多くの市民が市政に参加する

機会をつくることで、市民の声を市政につなげる。 

②答申概要を広報しろい（5 月 1 日号）等にて掲載 

②SNS 等を活用した積極

的な情報発信、意見集約 

①既存の周知方法（情報公開コーナー・図書館・市ホームページ）に加え、

SNS(市公式 LINE 等）を活用し、積極的な情報発信に努める。 

②SNS を活用し、行政と市民双方向のやり取りを可能にすることで、市民

が気軽にパブリックコメントやアンケート等に回答できる環境を整える。 

 

２ 職員の市民参加に対する意識の向上  

提言 提言への対応（予定を含む） 

① 職員研修の継続実施 

①令和６年度市民参加に関する担当者研修（令和 6年 6 月 12 日実施） 

対象：（1）令和 5 年度に基幹計画及び分野施策レベル個別計画のいずれか

に該当する行政活動を行う課等の担当者【9課・15名】 

（2）令和5年度に審議会の公募を予定している課等の担当者 

     【6課・9名】 

内容：①市民参加条例について ②市民参加の方法と実施のポイントにつ

いて ③市民参加の総合的評価について ④市民参加推進会議か

らの提言について ⑤無作為抽出公募委員登録制度について  

⑥市民協働ファシリテーター登録制度について 

講師：市民活動支援課職員 

②令和 6 年度新規採用職員研修（令和 6 年 6 月 19 日実施） 

対象：令和 6年度入庁の職員【30 名】 

内容：①市民参加について ②無作為抽出公募委員登録制度について  

③協働について ④小学校区単位のまちづくり支援制度について 

講師：市民活動支援課職員 

③階層別研修（令和 6年 12 月実施予定） 

対象：市民活動支援課が階層別で指名【30 名程度】 

内容：①市の市民参加について ②市民参加と協働について 

講師：①市民活動支援課職員 ②未定 

② ガイドラインの充実と

創意工夫の働きかけ 

各課が実施した市民参加の好事例を適宜、職員向けガイドラインに掲載

し、職員へ情報共有を図っていく。 

資料３ 



事業番号 事 業 名 担当課 開始年度 終了年度

① 第9期⽩井市⾼齢者福祉計画・⽩井市介護保険事業
計画策定

⾼齢者福祉課 R3 R5

令和6年度市⺠参加推進会議 評価対象事業

・事務局への提出物
　①別紙「評価シート」
　②別紙「評価チェック表」

・提出期限
　事業番号①・・・10月22日(火）まで

・提出方法
　紙ベースまたはデータベース（メール）にて市民活動支援
　課へ提出

資料4



評価シート 委員氏名

終了事業 令和5年度

1.第9期白井市高齢者福祉計画・白井市介護保険事業計画策定 総合評価

「市民参加の方法」の評価

実施状況 評価(10点満点）

審議会の設置：令和3年12月18日～令和6年3月31日
パブリックコメントの募集：令和6年1月17日～令和6年2月6日
アンケート調査の実施：令和5年1月23日～令和5年2月22日

点

総合コメント

担当課ヒアリング　質問事項



1
公募委員の数・全体に占
める割合

委員の人数：15人（男6女9）
市民公募委員：5人（うち無作為抽出2人）

「市民参加の手続き」の評価

　審議会の設置 10点満点 10点満点

評価項目（配点） 実施状況  条例基準 望ましい水準

2
選考基準・公募委員の男
女比・地域の割合、募集
方法

応募者：9人（男6女3）　決定者3人（男2女1）
選出地域：清水口小学校区1人、大山口小学校区1人、池の上小学
校区1人
選考基準：公開
応募方法：郵便、担当課窓口
周知方法；広報しろい、HP、情報公開コーナー、各センター、担当課
窓口

3 会議の回数・時間帯
会議の回数：6回（すべて公開）
時間帯：平日日中

任期：令和3年12月～令和6年12月
募集期間：令和3年10月1日～令和3年10月29日

コメント

条例基準 望ましい水準

4
事前周知の方法・会議の
公開等

事前周知：HP、情報公開コーナー、図書館、議会事務局
会議終了後の会議資料公開：有

5 結果公表・取扱い
公表の方法：HP、情報公開コーナー、図書館
会議録：要点録
公開に要する期間：2か月以内



　パブリックコメント募集 10点満点 10点満点

評価項目（配点） 実施状況  条例基準 望ましい水準

1 募集期間・提出方法
募集期間：令和6年1月17日～令和6年2月6日
応募方法；郵便、ファクシミリ、電子メール、各センター、担当課窓口、
　　　　　　　図書館、情報公開コーナー

2

5 結果公表・取扱い
公表の方法：HP、情報公開コーナー、各センター、図書館
意見の件数：0件
審議会等への結果報告：有（令和6年2月19日）

コメント

条例基準 望ましい水準

提供資料
計画や条例の素案
パブリックコメントの目的・意見の提出方法などを記した案内
意見書

3 資料の提供場所 担当課窓口、HP、情報公開コーナー、各センター、図書館

4 事前周知の方法
広報しろい、HP、情報公開コーナー、各センター、図書館、担当課窓
口



　アンケート調査の実施 10点満点 10点満点

評価項目（配点） 実施状況  条例基準 望ましい水準

コメント

条例基準 望ましい水準

4
発送件数・回収件数・回
収率

①発送件数：2,500件　②発送件数：976件　　③発送件数：77件
　 回収件数：1.887件　　 回収件数：622件　　　 回収件数：52件
　 回収率：75.5%　　　　　 回収率：63.7%　　　 　　回収率：67.5%

5 結果公表・取扱い

①②③結果公表：令和5年10月
　 　　　公表の方法：情報公開コーナー、図書館、担当課窓口
　 　　　プライバシーに関わる情報：非公開
　　　　 審議会等への結果報告：有（資料の配布・説明により報告）

1 事前周知の方法

①②事前周知：広報しろい、HP、情報公開コーナー、図書館
 　実施目的の周知：有
③事前周知：HP、情報公開コーナー、介護サービス事業者への個別周知
 　実施目的の周知：有

2 調査方法・調査期間

①③郵便、記名式
令和5年1月23日～令和5年2月22日（31日間）
②郵便、無記名式
令和5年1月23日～令和5年2月22日（31日間）

3 調査対象

①65歳以上の市民
②65歳以上の市民（施設入所者を除く要介護認定を受けている市
民）
③市内の全介護サービス事業所（一部市外を含む）

実施したアンケート
①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
②在宅介護実態調査
③介護人材実態調査





総合コメント

担当課ヒアリング　質問事項

「市民参加の方法」の評価

評価(10点満点）実施状況

評価シート　記入方法
評価シート 委員氏名

終了事業 令和　年度

1.〇〇事業 総合評価 点

市民参加の方法が事業内容にあわせ適切な方法により行われているか、

評価区分に従い評価する。

【評価区分】

・適切（９～１０点）

・概ね適切（７～８点）

・やや不適切（５～６点）

事務局にて計算するため記入不要

すべての評価を踏まえ、総括的な評価コメントを記載する。

（一番最後に記入）

調査表で読み取れない部分など、担当課へ確認したい事項について記入する。



実施した市民参加手法のシートが添付されています。

1
公募委員の数・全体に占
める割合

「市民参加の手続き」の評価

　審議会の設置 10点満点 10点満点

評価項目（配点） 実施状況 条例 基準 望ましい水準

5 結果公表・取扱い

3 会議の回数・時間帯

4 事前周知の方法

2
選考基準・公募委員の男
女比・地域の割合、募集
方法

コメント

条例基準 望ましい水準

条例基準・望ましい水準それぞれの評価理由についてコメントを記載する。

市民参加の方法毎に評価調書と照らし合わせ、

基準に掲げている事項の実施割合を確認の上、

評価区分に従い評価する。

【評価区分】

・９割以上実施⇒良好（９～１０点）

・７、８割実施⇒妥当（７～８点）

・５、６割実施⇒要改善（５～６点）

・４割未満実施⇒不良（０～４点）

市民参加の方法毎に評価調書と照らし合わせ、

水準に掲げている事柄の実施割合を確認の上、

評価区分に従い評価する。

【評価区分】

・７割以上実施⇒とても積極的（７～10点）

・５、６割実施⇒積極的（５～６点）

・２～４割実施⇒やや積極的（２点～４点）

・０～１割実施⇒普通（０点～１点）

※別紙「評価チェック表」の○の数（達成割合）を

確認しながら評価する。



【評価チェック表】① 第 9期白井市高齢者福祉計画・白井市介護保険事業計画策定事業 

市民参加の総合的評価 評価基準及び水準 

 →条例に規定あり  →条例に規定なし 客→客観的に評価可能な項目 

審議会                              

評価項目 
市民参加条例が求める基準 

全項目の実施割合（10 点満点）で評価 
評価

市民参加推進会議が求める望ましい水準 
全項目の実施割合（10 点満点）で評価 

評価

公 募 委
員の数・
全 体 に
占 め る
割合 

❶ 審議会の設置の趣旨や審議内容に 
応じた公募人数となっているか。 
→〇11 条（審 1-3） 
       

  

❶ 以下の割合を確保しているか。 
市民感覚を大切にする審議会 50％ 
技術的・専門的な審議会 30％ 
（審 1-3）   

❷ 公募枠を設けていない場合、その理
由は適当か。 
→〇11 条（審 2-2） 

   

 

選 考 基
準、公募
委 員 の
男女比・
地 域 の
割合、募
集方法 

❸ ○客委員の属性に偏りが生じない 
よう選考の基準を設け、公開してい
るか。→〇11 条（審 3-1、3-3） 
 

  

❷ 募集期間は適当か。（審 2-3） 
 

 
  

❹ 性別・世代比や地域の割合は、応募
者に応じて適切に選考しているか。
（偏っていても全員を選考した場
合は減点しない。）→〇11 条 
（審 4-1、4-2、4-3） 

 

  

❸ 左記に加え、より多くの手段で積極的
な公募委員の募集を行っているか。 
（審 2-5） 

  ❺ ○客広報しろい、ホームページ、情報
  公開コーナー及び図書館で必ず情 
  報公開し、担当窓口などから複数の
  手段により公募委員の募集を行っ 
  ているか。→×（「公募委員の募集」
  についての記載は無し） 

（審 2-4、2-5） 

  

会 議 の
回数・時
間帯 

❻ 審議会の内容に応じ、十分に議論で
きる開催回数を設定しているか。→
×（記載無し）（審 7）   

❹ 傍聴者が参加しやすい時間帯に開催 
しているか。（審 1-7、7） 

 
  

❺ 会議開催の間隔は適当か。（審 7） 
  

事 前 周
知 の 方
法・会議
の 公 開
等 

❼ ○客会議は公開されているか。非公開
の場合、理由は適当か。→〇12 条 
（審 5-3、5-4） 
 

  

❻ 会議開催について、関係者となるかた
が集まりそうな場所で PR している 
か。（審 5-2） 
 

  

❽ ○客事前周知は情報公開コーナー、ホ
  ームページ、図書館で必ず行い、担
  当窓口などから複数の手段により 

行っているか。→〇12 条（審 5-2）
 

  

❼ 左記に加え、より多くの手段で積極的
な事前周知を行っているか。（審 5-2）

 

  

❾ 検討に必要な資料を公開している 
か。→〇13 条（審 6-7） 

 
  

結 果 公
表・ 
取 り 扱
い 

❿ 会議録及び検討結果は、情報公開コ
ーナー、ホームページ及び図書館の
3 か所で公表されており、さらにイ
ンデックス等をつけてわかりやす 
く作成されているか。→〇8条、9条、
13 条（審 6-1、6-2、6-5） 
 

  

❽ 左記に加え、より多くの手段で積極的
に公表を行っているか。（審 6-2）   

❾ ホームページなどで議論の経過がわ 
かりやすいように一覧化されている 
か。（市 HP） 

  

❿ ○客会議録及び検討結果は１か月以内 
に公開されているか。（審 6-6）   

委員氏名：          



【評価チェック表】① 第 9期白井市高齢者福祉計画・白井市介護保険事業計画策定事業 
 

市民参加の総合的評価 評価基準及び水準 

  

パブリックコメント（意見公募） 

評価項目 
市民参加条例が求める基準 

全項目の実施割合（10 点満点）で評価
評価

市民参加推進会議が求める望ましい水準
全項目の実施割合（10 点満点）で評価 

評価 

募集期間 
提出方法 

❶ 意見を施策へ反映させるための十 
分な検討期間を見込んで実施した 
か→×（記載無し）（パ 1-2） 
 

  

❶ ○客市の重要施策の場合は、3 週間程
  度が望ましい。（パ 1-2） 

 
  

❷ ○客意見の募集期間として 2 週間以
上設けているか。→〇16 条 
（パ 1-2） 

  

❷ 左記に加え、より多くの手段で積極的
に提出を受付けているか。（パ 1-3）

  ❸ ○客郵便、FAX、電子メール、担当窓
口などから複数の手段により提出 
を受付けているか。→〇16 条 
（パ 1-3） 

  

提供資料 ❹ 意見を求めるにあたり具体的な説 
明や適切な資料(計画や条例本文・
趣旨等）を公表しているか。→〇15
条（パ 1-4） 
 

  

❸ ○客意見を求める内容についての概要
版を作成しているか。（パ 1-4） 
 

  
❺ ○客その他必要な事項として、検討
  結果の公表予定時期やその公表方

法 を周知しているか。→〇15 条 
（パ 2-2） 

  

提供場所 ❻ ○客ホームページ、情報公開コーナ
  ー及び図書館では必ず提供し、さら

に、担当窓口など複数の手段により
閲覧できるようになっているか。→
〇15 条（パ 1-5） 

  

❹ 左記に加え、対象となる方が集まり 
そうな場所でより多くの手段で積 
極的な提供しているか。（パ 1-5） 

  

❺ ○客センターに設置するなど工夫を 
  しているか。（パ 1-5）   

事前周知
の方法 

❼ 広報しろい、ホームページ、情報公
開コーナー及び図書館で必ず行い、
さらに担当窓口など複数の手段に 
より事前周知を行っているか。→〇
15 条（パ 2-3）   

❻ 左記に加え、対象となる方が集まり 
そうな場所でより多くの手段で積 
極的な事前周知を行っているか。 
（パ 2-3） 

  

❼ ○客センターに設置するなど工夫を 
  しているか。（パ 2-3） 

  

結 果 公
表・ 
取り扱い 

❽ ○客提出された意見に対し、必要に
  応じて項目ごとに取りまとめる等、
  市民にわかりやすい公表用資料の 
  作成に配慮しているか。→〇8条 

（パ 3-5） 
 

  

❽ ○客募集の際に資料を提供した場所 
  と同じ場所で結果公表を行ってい 
  るか。（パ 1-5、3-4） 

 

  

❾ 結果公表までの期間は適切か。 
  （パ 3-3） 
 

  

❾ ○客ホームページ、情報公開コーナ
  ー及び図書館で結果を公表してい 
  るか。→〇9 条（パ 3-4） 

  

❿ ○客パブリックコメントの結果を審 
  議会などに報告しているか。（パ 3-6）   

⓫ 左記に加え、より多くの手段で積極的
な公表を行っているか。（パ 3-4） 

 
  

 



【評価チェック表】① 第 9期白井市高齢者福祉計画・白井市介護保険事業計画策定事業 

 

市民参加の総合的評価 評価基準及び水準 

                                 

アンケート 

評価項目 
市民参加条例が求める基準 

全項目の実施割合（10 点満点）で評価
評価

市民参加推進会議が求める望ましい水準
全項目の実施割合（10 点満点）で評価 

評価 

事前周知

の方法 

❶ ○客広報しろい、ホームページ、情報
  公開コーナー及び図書館では必ず 
  行い、さらに担当窓口などから複数
  の手段により事前周知を行ってい 
  るか。→〇17 条（ア 2-3） 

 

  

❶ 左記に加え、より多くの手段で積極的
な事前周知を行っているか。（ア 2-3）
 

  

❷ アンケート実施の目的を周知して 
いるか。→〇17 条（ア 2-2） 

  

❷ アンケートの対象者以外にも、アン 
ケートがあることに関する周知を 
行っているか。（ア 2-3） 

 

  

調査方法 

調査期間 

❸ ○客プライバシーに配慮した調査方
  法か。→×（記載無し）（ア 1-5） 

 
  

❸ ○客アンケート実施期間が 2 週間以 
上あるか。（ア 1-4） 

  
❹ 意見を施策へ反映させるための十 

分な検討期間を見込んで実施した 
か。→×（記載無し）（ア 1-4） 

  

調査対象 ❺ 調査対象者の選定に当たってはプ 
ライバシーに配慮しているか。→×
（記載無し）（ア 1-3） 
 

  

❹ 調査対象は必要以上に限定されて 
  いないか。（ア 1-3） 
 
                 

  

❻ 対象者は調査目的にそった者を選 
定しているか。→×（記載無し） 
（ア 1-3） 

  

❺ 限定されている場合、理由は適当か。
（ア 1-3） 

 
  

発 送 件

数・ 

回 収 件

数・ 

回収率 

❼ 計画策定などに必要な発送件数、回
収件数、回収率か。→×（記載無し）
（ア 1-6、1-8） 

  

❻ ○客回収率は 30％を超えているか。 
  （ア 1-8） 
 

  

❼ アンケートの回収率を上げるため 
  の工夫が見られるか。（ア 1-7）   

結 果 公

表・取り

扱い 

❽ ○客ホームページ、情報公開コーナ
  ー及び図書館の３ヶ所全てで結果 
  を公表しているか。→〇9 条 

（ア 3-2） 
 

  

❽ 左記に加え、より多くの手段で積極的
な公表を行っているか。（ア 3-2） 
 

  

❾ 市民が参考とできるようにホーム 
  ページでデータを公開しているか。 
  （ア 3-2） 
 

  

❾ プライバシーに配慮した公開方法 
か。→〇8 条（ア 3-3） 

 
  

❿ 結果公表までの期間は適切か。 
  （ア 3-1） 
 

  

⓫ アンケートの結果を審議会などで利
用しているか。（ア 3-4）   

 

 

 

 



課等・係名：
担当者名：

【概要】

新規(令和5年度中に計画・条例の制定・変更、改廃等をした場合)

終了(令和5年度中に計画・条例の制定・変更、改廃等を終了した場合)

開始 年 月 日 年 月 日
※期間が未定の場合は予定の日付を記入

市の施策として重要であり、特に広く市民の意見を反映させる必要のある事業

広く市民の意見を反映させることが望ましい事業

●市民参加を行った理由（条例第6条第1項に規定する行政活動）
市の基本構想、基本計画及び市民に関わりの深い施策の基本方針その他の
基本的事項を定める計画の策定又は変更
市の基本理念を定める条例の制定又は改廃
市民に義務を課し、又は権利を制限する条例の制定又は改廃
市民の生活に直接かつ重大な影響を与える条例の制定又は改廃
市民の公共の用に供される大規模な施設の整備に係る基本計画等の策定
又は変更
その他特に市民参加を行うことが必要と認められるもの

●市民参加を行わなかった理由（条例第6条第2項に規定する行政活動）
緊急その他やむを得ない理由
金銭徴収に関する条例の制定若しくは改廃
政策的な判断を要しない条項について条例の改正
その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ ）

6．市民参加を
行った理由

４．性格

３．期間 令和 3 313 12

５．概要・目的

白井市における今後の高齢化の進展を見通し、介護保険制度の改正に対応しながら、将
来に向けて市民が希望を持って心豊かな高齢期を築いていけるよう、目指すべき地域像
を展望し、その実現に向けて今後３年間で取り組んでいくべき施策を明らかにする。
　計画期間：令和６年４月１日から令和９年３月３１日まで
　老人福祉法第２０条の８の規定に基づく老人福祉計画と、介護保険法第１１７条の規
定に基づく介護保険事業計画を一体的に策定するもので、白井市の介護保険料を算定す
るための計画となる。

１．名称 第9期白井市高齢者福祉計画・白井市介護保険事業計画策定

２．位置付け
継続(令和5年度以前から計画・条例の制定・変更、改廃等を継続実施し
ている場合）

令和 6

高齢者福祉課　介護保険係

飯田すみえ

18 終了

令和5年度市民参加実施状況調査票



１ 審議会の設置
実施済 年 月 日 ～ 年 月 日
実施予定 年 月 日 ～ 年 月 日

概要

２ パブリックコメントの募集
実施済 年 月 日 ～ 年 月 日
実施予定 年 月 日 ～ 年 月 日

概要

３ アンケート調査の実施
実施済 年 月 日 ～ 年 月 日
実施予定 年 月 日 ～ 年 月 日

概要

４ 意見交換会の開催
実施済 年 月 日 ～ 年 月 日
実施予定 年 月 日 ～ 年 月 日

概要

５ ワークショップの開催
実施済 年 月 日 ～ 年 月 日
実施予定 年 月 日 ～ 年 月 日

概要

６ 住民投票の実施
実施済 年 月 日 ～ 年 月 日
実施予定 年 月 日 ～ 年 月 日

概要

７ その他の方法
実施済 年 月 日 ～ 年 月 日
実施予定 年 月 日 ～ 年 月 日

内容

具体的な

令和 令和
令和 令和

令和 令和
令和 令和

令和 令和
令和 令和

令和 令和
令和

5 2 22
令和 令和

令和３年度１回  令和４年1月１７日開催
令和４年度２回  令和４年９月２１日、１１月２２日開催
令和５年度３回  令和５年７月３日、11月７日、１２月１９日

計画に対する意見公募

令和 5 1 23 令和

令和 6 1 17 令和 6

令和 令和

令和

6 3 31

2 6

７．実施した市
民参加の手法

令和 3 12

アンケート調査　3種類を実施
①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査、②在宅介護実態調査、③介護人材
実態調査

令和

18 令和

令和



・　個々の市民参加の手法の実施内容や時期は適切であったか。

・ 配付した資料を市民参加の手法ごとに記載

※ 記入における注意事項
・ 欄の該当箇所にチェックをしてください。
・ には、文字又は数字を記入してください。
・ 実施時期、終了時期が未定の場合は、概要欄にその旨を記載してください。
・ 事業名は、正式な名称を記入してください。
・ 「7.実施した市民参加の手法」について、令和6年度以降に実施する場合は予定に記入してください。

8．自己評価

9．配布した資
料一覧

・　選定した市民参加の手法は適切であったか。

・　改善点と次回以降の取り組みに関して

１　審議会の設置
　　・第9期白井市高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定のスケジュール
　　・アンケート案

２　パブリックコメントの募集
　　・第9期白井市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）
　　・パブリックコメント募集の案内文
　　・意見記入用紙
　
３　アンケート調査の実施
　　　3種類のアンケートを実施
　　・介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
　　・在宅介護実態調査
　　・介護人材実態調査

【改善点】

　今回についてもこれまでと同様に、パブリックコメントが特になかった。
　パブリックコメント資料を設置したセンターの職員に、応募の様子を確認したと
ころ、計画書案を手に取ってその場で目を通される方や持ち帰る方はいらっしゃるとの
ことでした。計画書案の内容について、ご理解をいただいての「意見無し」であるの
か、ほかの理由なのかははっきりしないところではあるが、引き続き、意見募集の周知
に努めること及び伝わりやすく見やすい計画書の策定に努めてまいります。

【良かった点】

　令和５年度の取り組みは計画内容の策定となるが、市民公募委員も含まれる審議会３
回の開催及びパブリックコメントの実施により、広く様々な視点から意見を伺った。
　パブリックコメント実施に際しては、募集期間を21日間設け、また事前周知につい
ても積極的な情報発信に努めた。募集場所についても市役所をはじめ図書館、各セン
ターと市民の方の身近な施設を設定し意見を提出しやすい環境になるよう配慮した。こ
れらのことから市民参加の取組はおおむね適切であったと捉えている。



市民参加実施状況評価調書（審議会） 1/5

【会議の概要】

1 会議の概要

1-1 名称

1-2 目的

1-3 委員構成 名 （男 6 名 女 9 名 ）

公募委員の割合 （ 33 ％ ） 女性の割合 （ 60 ％ ）

市内在住在勤者の人数 15 名

内訳 学識経験者 5 名

5 名 （うち無作為抽出） 2 名

公益団体の代表者 名

行政機関等職員 名

5 名 （ ）

1-4 委員の任期 年間 （1年未満のものは1年と記載）

年 月 ～ 令和 年 月

その他( )

1-5 開催の頻度

1-6 時間帯 平日日中 平日夜間 土日休日

（該当するもの全て）

委員の都合を考慮 傍聴者の都合を考慮

（該当するもの全て） 特になし

有 配布

閲覧 理由 （ ）

無 理由 （ ）

15

介護サービス事業者

12

介護保険運営協議会

介護保険に関する施策の企画立案及びその実施が、基本理念に基づき、市民の意見を十分に反映しながら円滑
かつ適切に行われることに資するため、介護保険運営協議会を置く。（市介護保険条例第25条）

1-7 時間帯の決定要因

1-8 傍聴者への資料の提供

6

3

令和

公募委員

審議会等委員の人数

定期 不定期

その他

3 12



市民参加実施状況評価調書（審議会） 2/5

【市民公募】 審議会等の委員（第11条）

2 市民公募委員の有無

2-1 有 ( ） 人

公募の有無/人数 無

2-2

公募しない理由

2-3 日間

募集期間 年 月 日 年 月 日

2-4 郵便 ファクシミリ 電子メール

応募方法 各センター・回収箱 担当課窓口

その他の方法 （ ）

2-5 広報しろい ホームページ 情報公開コーナー

周知方法 各センター 図書館 担当課窓口

メール配信 その他の方法 （ )

2-6 有

応募者への選考結果通知 無 理由 （ ）

3 選考基準の有無

3-1 有 名称 ( )

選考基準の有無 審議会等の設置及び委員の選任に関する要綱により策定
選考基準の策定方法 独自に策定

無

3-2 1
選考基準の内容 2
（基準の優先順位） 3

4
5
6
7

3-3 有

選考基準の公表の有無 無

3-4
選考基準を公開しない理由

(3-3で無の場合に記入）

介護保険運営協議会公募委員選定基準

3

応募の動機が職務に照らし適切であるものを優先とする。

委員の構成に、同一の地域に偏りが生じないよう配慮する。

291 令和

29

令和 3 10 10

3

委員の構成に、性別の偏りが生じないよう配慮する。

委員の構成に、世代（年齢）に偏りが生じないよう配慮する。
委員の構成に、同一の団体、サークル等に偏りが生じないよう配慮する。
平日（昼間）の会議に出席できる者を優先する。

市政への参画経験の少ない者を優先する。

～
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4 公募委員

4-1 計 人 計 人 計 人
総数 男 人 ・ 女 人 男 2 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
4-2 第一小学校区 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
地域別 第二小学校区 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
第三小学校区 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
清水口小学校区 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
大山口小学校区 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
七次台小学校区 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
南山小学校区 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
池の上小学校区 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
桜台小学校区 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
4-3 １５歳 ～２０歳 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
年齢別 ２１歳 ～３５歳 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
36 歳 ～５０歳 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
５１歳 ～６５歳 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人
66 歳 ～ 歳 計 人 計 人 計 人

男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人 男 人 ・ 女 人2 2

1

無作為抽出

1

3
1 1

1 1

1

1

2

1

1

2

1
2 1

1

4

1

決定者

2

1

2 1

3
1

無作為抽出以外

1

1

2

3

1
1

1
1

1

1

1

1

6 0
2
2

9
応募者

3



市民参加実施状況評価調書（審議会） 4/5

【会議の公開等】 会議の公開等（第12条）

5 会議の事前周知・公開

5-1 有

開催日時の公表 無

5-2 広報しろい ホームページ 情報公開コーナー

周知方法 各センター 図書館 担当課窓口

メール配信 その他の方法 （ )

5-3 公開

会議の公開 非公開

5-4

非公開の理由

（5-3で非公開の場合に記入）

【会議録の作成及び公表】 会議録の作成及び公表（第13条）/意見の取扱い（第8条)/意見の公表方法（第9条）

6 会議録の作成

6-1 有

会議録の作成と公開 公開

非公開

理由 （ ）

無 理由 （ ）

6-2 情報公開コーナー ホームページ 図書館

公表の方法 広報しろい 各センター 担当課窓口

メール配信 その他の方法 （ )

6-3 逐語訳

会議録の内容・様式 要点訳

6-4 公表用・原本いずれも記載

発言者氏名の記載 原本のみ記載

発信者は記載せず 理由 （ ）

6-5

会議録は見やすく工夫が

されているか

6-6 １か月以内に公開

２か月以内に公開

半年以内に公開

6-7 審議会終了後、会議資料を公開している

会議資料の公開 審議会終了後、会議資料は公開していない

議会事務局

情報公開資料については、インデックスを付け、見やすくしている。

会議録の公開に要する期間
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7 会議の詳細（回数に応じて増やしてください）

令和３年度第１回会議詳細 議題

開催日時（曜日） 年 月 日 （ 月 ） 14 時 分 ～ 14 時 分

開催場所 庁舎・保健福祉センター 各センター その他

出席委員 名 (うち公募委員 名） 出席率 ％

傍聴者数 名

令和４年度第１回会議詳細 議題

開催日時（曜日） 年 月 日 （ 水 ） 13 時 分 ～ 15 時 分

開催場所 庁舎・保健福祉センター 各センター その他

出席委員 名 (うち公募委員 名） 出席率 ％

傍聴者数 名

令和４年度第2回会議詳細 議題

開催日時（曜日） 年 月 日 （ 火 ） 13 時 分 ～ 15 時 分

開催場所 庁舎・保健福祉センター 各センター その他

出席委員 名 (うち公募委員 名） 出席率 ％

傍聴者数 名

令和5年度第１回会議詳細 議題

開催日時（曜日） 年 月 日 （ 月 ） 14 時 分 ～ 15 時 分

開催場所 庁舎・保健福祉センター 各センター その他

出席委員 名 (うち公募委員 名） 出席率 ％

傍聴者数 名

令和5年度第2回会議詳細 議題

開催日時（曜日） 年 月 日 （ 火 ） 14 時 分 ～ 15 時 分

開催場所 庁舎・保健福祉センター 各センター その他

出席委員 名 (うち公募委員 名） 出席率 ％

傍聴者数 名

令和5年度第3回会議詳細 議題

開催日時（曜日） 年 月 日 （ 月 ） 14 時 分 ～ 15 時 分

開催場所 庁舎・保健福祉センター 各センター その他

出席委員 名 (うち公募委員 名） 出席率 ％

傍聴者数 名

第9期白井市高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定のスケジュールについて

86.7513

第9期白井市高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に係るアンケート調査について

21 00

0

9

30 5

30令和 4

12 5 80.0

0

令和 4 11 22

第9期白井市高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に係るアンケート調査結果について

令和 5 7 3 0 30

15 5 86.7

0

第9期白井市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）について

令和 5 11 7 0

20

20

14 5 80.0

0

第9期白井市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）について

35

14 5 80.0

0

令和 5 12 18 0

13 5 86.7

0

介護保険運営協議会の所掌事務について

令和 4 1 17 00
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【パブリックコメントの概要】パブリックコメントの募集（第14条）
1 パブリックコメント（意見公募）の概要

日間
年 月 日 年 月 日 (火)

意見を施策へ反映させるための十分な検討期間を見込んで実施した

意見を施策へ反映させるための十分な検討期間を見込まず実施した

郵便 ファクシミリ 電子メール

（該当するもの全て） 各センター 担当課窓口

その他の方法 （ ）

1-4 提供する資料 計画や条例の素案

計画や条例の概要

（該当するもの全て） パブリックコメントの目的・意見の提出方法などを記した案内

意見書

1-5 資料の提供場所 担当課窓口 ホームページ 情報公開コーナー

（該当するもの全て） 各センター 図書館

その他の方法 （ ）

市民（在住・在勤・在学者)のみ 関係者のみ

特に規定せず

その他 ( ）

【公表事項・提出方法等】

2 パブリックコメントの（事前）周知

2-1 有

周知の有無 無

2-2 対象となる事案及び事案の趣旨 提出期間

周知の内容 原案 意見を提出できる者の範囲（資格要件）

意見の提出先 必要な事項

提出方法 検討結果の公表時期

検討結果の公表方法

2-3 広報しろい ホームページ 情報公開コーナー

周知方法 各センター 図書館 担当課窓口

メール配信 その他の方法 （ )

2-4
ホームページの 有 件

アクセス件数 無

17

図書館、情報公開コーナー

6

パブリックコメントの公表事項（第15条）/パブリックコメントの提出方法等（第16条）

1-1 募集時の名称

1-2 募集期間

令和

1-3 応募方法

1-6 意見提出に係る資格

      要件

21
令和 6 1 (水)～ 2 6

第9期白井市高齢者福祉計画・白井市介護保険事業計画（案）に対するパブリック・コメント
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【意見の取扱】意見の取扱い（第8条)/意見の公表方法（第9条）

3 パブリックコメントの取扱

3-1意見の件数 人 件

件

件

件

件

件

件

3-2 素案を修正する意見 件

既に素案に盛り込んでいる意見 件

素案には反映できないが今後の参考とする意見 件

素案には反映できないが意見として伺った意見 件

3-3

提出された意見に対する 有 公表の日 令和 年 月 日

市の考え方の公表 無 理由（（ ）

3-4 担当課窓口 ホームページ 情報公開コーナー

公表の方法 各センター 図書館 広報しろい

メール配信 その他の方法 （ )

3-5 提出された意見の内容を原文のまま公表

提出された意見は項目ごとにまとめて公表

その他 （ ）

3-6
審議会等への結果報告 有 報告日 令和 年 月 日

無 理由（（ ）

センター名と
件数の内訳：

　 その他の方法

　 担当課窓口

　【意見の内訳】

　 郵便

　 ファクリミリ

　 電子メール

　 各センター

0

6 2 19

0

提出された意見への対応

提出された意見の取り扱い
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【アンケートの概要】
1 アンケートの概要

1-1名称
1-2目的
1-3
対象・地域・抽出方法 地域

（ ）

1-4 日間
実施期間 年 月 日 年 月 日（水）

意見を施策へ反映させるための十分な検討期間を見込んで実施した

意見を施策へ反映させるための十分な検討期間を見込まず実施した

1-5 郵便 ＷＥＢ調査 電話

調査方法 その他 （ ）

記名式 無記名式

その他 （ ）

1-6 発送 件
発送件数

1-7 督促ハガキ等の送付

回答率向上の工夫 その他の方法（ ）

1-8 回収 件
回収件数 ％

【公表事項・提出方法等】アンケート調査の実施等（第17条）
2 アンケートの（事前）周知

2-1 有
周知の有無 無
2-2 有
実施目的の周知 無

2-3 広報しろい ホームページ 情報公開コーナー

周知方法 各センター 図書館 担当課窓口

メール配信 その他 （ )

【意見の取扱】 意見の取扱い（第8条)/意見の公表方法（第9条）

3 アンケートの取扱

3-1 公表済 公表の日 令和 年 月 日

結果の公表の有無 公表予定 予定日 令和 年 月 日

公表無し 理由 （ ）

3-2 情報公開コーナー ホームページ 図書館

公表の方法 広報しろい 各センター 担当課窓口

メール配信 その他 （ )

3-3 プライバシーに関わる情報等も公開

プライバシーへの配慮 プライバシーに関わる情報等は非公開

※「プライバシー」は情報公開条例第9条第1項各号及び第2項に定める内容

3-4 報告は行っていない 資料の配布により報告

審議会等への結果報告 資料の配布・説明により報告 資料の配布・説明に加え議論を行った

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
高齢者及びその準備期の市民を対象にその生活状況等を調査し、介護保険
サービスや生活支援サービス等のニーズ調査を把握するため。

全域
抽出方法階層化（年齢・性別・地域）による無作為抽出

理由 目的達成のために対象者の地域等がかたよらないようにするため。

31
令和 5 1 23 (月)～令和 5 2 22

2,500

1887
回収率 75.5

5 10
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【アンケートの概要】
1 アンケートの概要
1-1名称

1-2目的

1-3 対象
対象・地域・抽出方法 地域

（ ）

1-4 日間
実施期間 年 月 日 年 月 日（水）

意見を施策へ反映させるための十分な検討期間を見込んで実施した

意見を施策へ反映させるための十分な検討期間を見込まず実施した

1-5 郵便 ＷＥＢ調査 電話

調査方法 その他 （ ）

記名式 無記名式

その他 （ ）

1-6 発送 件
発送件数

1-7 督促ハガキ等の送付

回答率向上の工夫 その他の方法（ ）

1-8 回収 件
回収件数 ％

【公表事項・提出方法等】アンケート調査の実施等（第17条）
2 アンケートの（事前）周知

2-1 有
周知の有無 無
2-2 有
実施目的の周知 無

2-3 広報しろい ホームページ 情報公開コーナー

周知方法 各センター 図書館 担当課窓口

メール配信 その他 （ )

【意見の取扱】 意見の取扱い（第8条)/意見の公表方法（第9条）

3 アンケートの取扱

3-1 公表済 公表の日 令和 年 月 日

結果の公表の有無 公表予定 予定日 令和 年 月 日

公表無し 理由 （ ）

3-2 情報公開コーナー ホームページ 図書館

公表の方法 広報しろい 各センター 担当課窓口

メール配信 その他 （ )

3-3 プライバシーに関わる情報等も公開

プライバシーへの配慮 プライバシーに関わる情報等は非公開

※「プライバシー」は情報公開条例第9条第1項各号及び第2項に定める内容

3-4 報告は行っていない 資料の配布により報告

審議会等への結果報告 資料の配布・説明により報告 資料の配布・説明に加え議論を行った

在宅介護実態調査
高齢者及びその準備期の市民を対象にその生活状況等を調査し、介護保険
サービスや生活支援サービス等のニーズ調査を把握するため。

施設入所者を除く要介護認定を受けている市民
全域

抽出方法全数
理由 目的達成のためより可能な限り多くの意見を把握するため。

31
令和 5 1 23 (月)～令和 5 2 22

976

622
回収率 63.7

5 10
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【アンケートの概要】
1 アンケートの概要
1-1名称

1-2目的

1-3 対象
対象・地域・抽出方法 地域

（ ）

1-4 日間
実施期間 年 月 日 年 月 日

意見を施策へ反映させるための十分な検討期間を見込んで実施した

意見を施策へ反映させるための十分な検討期間を見込まず実施した

1-5 郵便 ＷＥＢ調査 電話

調査方法 その他 （ ）

記名式 無記名式

その他 （ ）

1-6 発送 件
発送件数

1-7 督促ハガキ等の送付

回答率向上の工夫 その他の方法（ ）

1-8 回収 件
回収件数 ％

【公表事項・提出方法等】アンケート調査の実施等（第17条）
2 アンケートの（事前）周知

2-1 有

周知の有無 無

2-2 有

実施目的の周知 無

2-3 広報しろい ホームページ 情報公開コーナー

周知方法 各センター 図書館 担当課窓口

メール配信 その他 （ )

【意見の取扱】 意見の取扱い（第8条)/意見の公表方法（第9条）

3 アンケートの取扱

3-1 公表済 公表の日 令和 年 月 日

結果の公表の有無 公表予定 予定日 令和 年 月 日

公表無し 理由 （ ）

3-2 情報公開コーナー ホームページ 図書館

公表の方法 広報しろい 各センター 担当課窓口

メール配信 その他 （ )

3-3 プライバシーに関わる情報等も公開

プライバシーへの配慮 プライバシーに関わる情報等は非公開

※「プライバシー」は情報公開条例第9条第1項各号及び第2項に定める内容

3-4 報告は行っていない 資料の配布により報告

審議会等への結果報告 資料の配布・説明により報告 資料の配布・説明に加え議論を行った

介護人材実態調査
介護事業所における介護人材の確保に向けて必要な取組等を検討するため、
事業所の実態を把握するもの。

市内の全介護サービス事業所（一部市外を含む）
全域

抽出方法全数
理由 目的達成のためより可能な限り多くの意見を把握するため。

31
令和 5 1 23 (月)～令和 5 2 22

77

電話による依頼

（水）

52
回収率 67.5

介護サービス事業者への個別周知

5 10



資料５ 
白井市市民参加条例の見直しについて 

 

１ 現行の白井市市民参加条例について 

（１）条例の目的等 

  市民参加の基本的事項を定めるとともに、市政運営に市民の意見を反映するための手続を定

めることにより、市民の行政への参加と開かれた市政を推進し、もって豊かな地域社会の発展

を図ることを目的として、白井市市民参加条例を平成１６年６月２９日制定した。 

 

（２）現状と課題 

  市民参加の実施状況に対する総合的評価については、平成１７年度から前年度中に完了した

事業の評価を実施しており、令和 4年度末時点での累計評価事業数は８２事業となっている。 

また、平成 31年度から無作為抽出公募委員登録制度の運用を開始し、これまで以上に市民一

人ひとりが持つ豊かな創造性、知識、経験等を十分にまちづくりに活かし、市民主体のまちづ

くりの推進につながっている。 

  条例の改正については、条例の見直しに関する推進会議からの答申内容について、検討が必

要であることに加え、平成 16年の条例の施行から、具体的な条例改正がされていないことを踏

まえ、現在の社会情勢に合わせた検討が必要である。 

 

２ 条例見直しの方向性等について 

  推進会議から提出されている条例の見直しに関する答申内容に加え、他市の条例等も参考に

しながら、現状を整理し、現在の条例が真に必要な事項や内容となっているかを見直し、必要

に応じて改正を行う。 

  また、条例の見直しに合わせて、現在の評価方法等についても検討し、必要に応じて見直し

を行う。 

 

３ スケジュール（案）について 

以下のとおりのスケジュール（案）とする。必要に応じて、推進会議に意見を伺いながら検

討し、令和 7年度中の改正を予定している。 

 

令和６年度 

・条例の見直しに関する推進会議からの提言について検討 

・課題の洗い出し 

・方向性の検討 

令和７年度 
・素案の検討、決定 

・改正 



 

１ 市民参加推進会議からの答申について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 条例見直しの方向性について 

（１）市民参加推進会議からの提言に基づく対応方針案 

 提言内容 対応方針 

１ 実施機関から執行機関へ対象範囲

を拡大する（２条） 

条例を改正する 

 対象範囲として、選挙管理委員会、監査委員、農

業委員会、固定資産評価審査委員会を追加し、対

象範囲を拡大する。 

２ 市民参加の対象とする事業を明確

にする（６条） 

条例改正は行わない 

 条例改正は行わないが、逐条解説、職員向けの

ガイドライン等に対象となる事業を明記するな

ど、市民にもわかりやすいよう周知、啓発に努め

る。 

３ パブリックコメントの意見を集め

るための工夫（14・15・16条） 

条例を改正する 

 提出期間について、現状の 2週間以上から 30 日

以上とする。 

４ 市民参加推進会議における権能の

強化 

市民参加推進会議における学識者

の再任制限の撤廃（２５条） 

条例を改正する 

 推進会議の調査審議事項に「市民参加手続きの

対象に関すること」を追加する。※趣旨としては、

市による対象の選定が正しいかどうかを検証する

もの。 

学識者に限定せず、委員の再任について、現状

の 1回限りの回数制限を撤廃する。 

５ 審議会における公募委員の拡大

（１１条） 

条例改正は行わない 

条例改正は行わないが、職員向けのガイドライ

ン等に明記するなど、市民にもわかりやすいよう

周知、啓発に努める。 

６ 無作為抽出を活用した市民参加の

機会拡充（４・２４条） 

条例改正は行わない 

 平成 26 年度に無作為抽出公募委員登録制度を

試行し、平成 31 年度からの運用を開始している。 

 本制度については、引き続き手続き等を職員向

けガイドラインに掲載し、啓発に努める。 

 

  



（２）その他の見直し案 

 内容 対応方針 

１ SNS等を活用した積極的な情報発

信、意見集約 

（R5答申等） 

条例改正は行わない 

 条例改正は行わないが、逐条解説、職員向けガ

イドライン等に明記するなど、市民にもわかりや

すいように周知、啓発に努める。 

２ 市民参加を行った際に出た意見の

公表方法（9条） 

条例を改正する 

 審議会等の結果については、市 HPへの掲載、情

報公開コーナーへの設置は可能であるが、広報へ

の掲載は、紙面等の関係からも現実的に不可能で

ある。 

   

 

   

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 


